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通期連結業績予想の修正及び個別業績予想に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績動向を踏まえ、2020 年 10 月 30 日に公表しました通期連結業績予想を修正するとともに、個

別業績予想につきましても、前期実績と比較して大幅に変動する見込みであるため、下記の通りお知らせいたします。 

 

 記  

 

１．2021 年３月期通期連結業績予想の修正について 

（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日）                          （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり    

当期純利益 

前回発表予想（A） 5,400 50 50 40 5 円 72 銭 

今回修正予想（B） 5,570 140 139 171 24 円 43 銭 

増減額（B－A） 170 90 89 131 ― 

増減率（％）  3.1% 180.0% 178.0% 327.5% ― 

（ご参考）前期実績 

（2020 年３月期） 
5,465 △77 △77 △68 △9 円 75 銭 

 

２．2021 年３月期通期個別業績予想と前期実績との差異について 

（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日）                          （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり    

当期純利益 

前期実績（A） 

 (2020 年３月期) 
3,493 50 49 40 5 円 74 銭 

今回予想（B） 

（2021 年 3 月期） 
3,400 120 120 242 34 円 58 銭 

増減額（B－A） △93 70 71 202 ― 

増減率（％） △2.7% 140.0% 144.9% 505.0% ― 
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３．繰延税金資産の計上について 

 本日発表しております「子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ」の通り、当社は本日開催の取締役会にお

いて、当社が所有する株式会社トライバルメディアハウス（連結子会社）の株式の譲渡を決議しております。当決

議に伴い、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討し、2021 年３月期決算において繰延税金資産を計上する

予定です。2021 年３月期の業績に与える影響につきましては、以下「４. 修正の理由」をご覧ください。 

 

４．修正の理由 

（１）連結業績 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、広告サービス等に影響を受けているものの、受注は総じて堅調に

推移し、連結売上高は前回発表予想より増加する見通しです。営業利益、経常利益につきましては、売上高の増加

に伴う利益の増加に加え、テレワーク化に伴うオフィス経費の減少等により、それぞれ前回発表予想より増加する

見通しです。親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、経常利益の増加に加え、繰延税金資産の計上に伴

って法人税等調整額（益）を△53 百万円計上する予定であること等から、前回発表予想より増加する見通しです。 

 

（２）個別業績 

売上高につきましては、一部顧客におけるプロジェクトの延期、予算の縮小等により、前期実績より減少する見

通しです。営業利益、経常利益につきましては、テレワーク化に伴うオフィス経費の減少の他、離職率低下による

採用費の減少等のコスト減少により、それぞれ前期実績より増加する見通しです。当期純利益につきましては、経

常利益の増加に加え、繰延税金資産の計上に伴って法人税等調整額（益）を△141 百万円計上する予定であること等

から、前期実績より大幅に増加する見通しです。 

  

５．配当予想について 

利益配分につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定的で継

続的な配当を行なっていくことを基本方針としており、配当につきましては、当初の予定どおり１株当たり年間 3.25

円を予定しております。 

 

（業績予想について） 

上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が判断しており、潜在的なリスクや不確 

実性が含まれております。実際の業績は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 
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